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1 写像 f : A −→ BとBの部分集合B′について f(f−1(B′)) ⊂ B′を示せ. また, 等号
f(f−1(B′)) = B′が成り立たない例を一つ与えよ.

2 N を n × n実行列とする. いま, ある正の整数mが存在しNm = Oとする. このと
き, Nn = Oを示せ. また, Nn = OかつNn−1 �= Oなる実 n × n行列の例を一つ与
えよ.

3 以下の (A)(B)のうち一方のみ解答せよ.

(A) スカラー場 fおよびベクトル場F に対し, 次を証明せよ.

rot(fF) = (grad f) ×F + frotF.

(B) 区間 I = [0, 1]に含まれる有理数の全体をAとする. このとき, Aの Jordan外
測度 |A|∗及び Jordan内測度 |A|∗を求めよ. また, 区間 I = [0, 1]に含まれる無理数
の全体をBとするとき, 以下の二つの値を各々計算して, 真の不等号が成り立って
いることを確認せよ.

|A|∗ + |B|∗, |A ∪ B|∗ + |A ∩ B|∗.


